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大崎市 Osaki city 
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MIYAGI pref. 

Osaki city 
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■ 北上川 Kitakami 
■ 迫川 Hasama 
■ 江合川 Eai 









蕪栗沼・周辺水田の登録 

世界で初めて「水田」が登録 

マガンは水田を採食地として利用 

水田の価値認識が変わった 

Kabukuri numa and the surounding 
rice paddice 



ラムサール会議で水田決議 

水田登録 

 

 生産性の低い場所 

    ↓ 

 人間を含め、 

 多くの命を支える 

 重要な場所 

 

農業の価値観が変化 















Keyword=持続可能な発展 

 地球環境の破壊＆資源の枯渇 

•これまで通りの生活を続け、干ばつ、
洪水、台風などの自然災害による大量
死や、戦争による資源の奪い合いを受
忍する。 

•生活スタイルや経済のしくみを環境に
配慮したものに変え、持続可能な発展
をめざす。 



Keyword=ワイズユース 

 自然環境に配慮した社会をつくるには 

•動物や植物など生態系や生物多様性
を調査、監視することで、自然環境が
良好に保たれているかチェック。（生物
多様性） 

•企業や個人の活動が、自然に悪影響
を与えないようなテクニックを開発（ワ
イズユース） 



10月頃のヨシ 12月頃のヨシ 



ヨシの刈り取り 

水質浄化 

陸地化防止 

刈り取ったヨシの処分が最大の問題点 

希少植物保護 



KABUKURI WETLANDS 

Reed Pellet Fuel Project 
蕪栗沼 ヨシペレット燃料プロジェクト 



ペレットストーブモデル 

未利用バイオマス資源の利用モデルに 


















